
主な記事
・２３年産水田作付け意向調査 ２面
・「組合活動」通常稼働に ３面
・中小企業の親族外承継調査 ５面
・農業機械の盗難 春に増加 ８面

現
場
の
技
術
ニ
ー
ズ
６
割
が
み
ど
り
戦
略
関
連

▶化学農薬・化学肥料の使用量低減へのニーズ５割
▶農機の電化・水素化へのニーズは２％ 農

林
水
産
省
が
2
0
2
2
年
度
に
収
集
し
た
生
産
現
場
の
技
術

ニ
ー
ズ
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
ニ
ー
ズ
の
6
割
が
「
み
ど
り

戦
略
」
を
実
現
す
る
た
め
の
課
題
だ
っ
た
。
同
省
は
昨
年
6
月
、

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
中
間
目
標
と
し
て
、
2
0
3
0

年
ま
で
に
化
学
農
薬
使
用
量
10
％
低
減
、
化
学
肥
料
使
用
量
20
％

低
減
、
化
石
燃
料
使
用
量
低
減
に
資
す
る
農
業
機
械
の
普
及
率
50

％
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

各
農
政
局
は
毎
年
秋
に

農
研
機
構
の
地
域
セ
ン
タ

ー
や
都
道
府
県
の
行
政
、

研
究
、
普
及
の
関
係
者
か

ら
現
場
ニ
ー
ズ
を
収
集
し

て
い
る
。
今
回
は
4
6
7

件
の
現
場
ニ
ー
ズ
が
収
集

さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の

6
割
に
当
た
る
3
0
5
件

が
み
ど
り
戦
略
の
実
現
に

必
要
な
ニ
ー
ズ
だ
っ
た
。

主
な
取
り
ま
と
め
結
果
は

次
の
と
お
り
だ
が
、
他
、

ニ
ー
ズ
の
詳
細
は
農
林
水

産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
る
。

▽
分
野
別
の
ニ
ー
ズ

み
ど
り
戦
略
に
必
要
な

3
0
5
件
の
ニ
ー
ズ
を
分

野
別
に
分
類
す
る
と
、
化

学
農
薬
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

が
最
も
多
く
31
％
。以
降
、

化
学
肥
料
18
％
、
有
機
農

業
13
％
、
温
室
効
果
ガ
ス

13
％
、
園
芸
施
設
11
％
と

続
い
た
。
農
林
業
機
械
と

漁
船
の
電
化
・
水
素
化
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
は
2
％
だ

っ
た
。

▽
作
物
別
の
ニ
ー
ズ

作
物
別
で
は
、野
菜（
32

％
）、
果
樹
（
15
％
）、
米

（
14
％
）、
畜
産（
12
％
）

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
が
多

く
、
こ
れ
ら
4
つ
の
作
物

で
全
体
の
73
％
を
占
め

た
。主

な
作
物
ご
と
の
技
術

別
分
類
で
は
、
米
・
麦
・

豆
類
・
野
菜
・
果
樹
・
花
き

で
は
栽
培
と
防
除
に
関
す

る
ニ
ー
ズ
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
野
菜
・
果
樹
・
花

き
・
畜
産
で
は
ス
マ
ー
ト

農
業
を
挙
げ
る
声
が
比
較

的
多
か
っ
た
。

最
も
ニ
ー
ズ
が
多
か
っ

た
栽
培
技
術
に
つ
い
て

は
、
米
・
麦
・
豆
類
・
野

菜
で
は
「
化
学
肥
料
使
用

量
の
低
減
」、
果
樹
と
茶

で
は
「
有
機
農
業
」、
花

き
で
は
「
品
質
や
生
産
性

の
向
上
」
を
挙
げ
る
声
が

多
か
っ
た
。

農
林
水
産
省
は
、
2
0

5
0
年
ま
で
に
食
料
・
農

林
水
産
業
の
生
産
力
向
上

と
持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
す
る

政
策
を
掲
げ
て
い
る
が
、

中
間
目
標
と
し
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

2
0
3
0
年
目
標
を
設
定

し
て
い
る
。

項
目
に
は
化
学
農
薬
や

肥
料
の
使
用
量
低
減
の
ほ

か
、「
農
林
業
機
械
・
漁

船
の
電
化
・
水
素
化
等
技

術
の
確
立
」
が
あ
り
、
2

0
3
0
年
目
標
と
し
て
、

既
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る

化
石
燃
料
使
用
量
削
減
に

資
す
る
電
動
小
型
農
機

（
草
刈
機
）
と
自
動
操
舵

シ
ス
テ
ム
の
担
い
手
へ
の

普
及
率
50
％
（
22
年
の
普

及
率
は
電
動
小
型
農
機
15

％
・
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム

9
％
）
を
掲
げ
て
い
る
。

ま
た
、
3
月
2
日
に
開

催
さ
れ
た
農
研
機
構
の
農

業
機
械
技
術
ク
ラ
ス
タ
ー

総
会
で
は
、
小
型
電
動
農

機
の
バ
ッ
テ
リ
ー
共
通
化

に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の

見
解
が
示
さ
れ
た
。

◆
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
Ｋ
Ｐ
Ｉ
2
0

3
0
目
標
◆
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日
本
は
相
変
わ
ら
ず
長

時
間
労
働
国
家
だ
。

先
日
、
埼
玉
県
の
公
立

学
校
に
勤
務
す
る
男
性
教

諭
が
残
業
代
の
支
払
い
を

県
な
ど
に
求
め
訴
訟
を
起

こ
し
た
が
、
教
職
調
整
額

と
し
て
月
給
の
4
％
が
一

律
で
支
給
さ
れ
る
特
別
措

置
法
を
理
由
に
棄
却
さ
れ

た
。
但
し
、
裁
判
で
は
同

法
が
教
育
現
場
の
実
情
に

適
合
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
っ

た
。
い
わ
ゆ
る
み
な
し
残

業
代
。
支
給
額
よ
り
残
業

し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る

営
業
職
は
多
い
だ
ろ
う
。

厚
生
労
働
省
の
2
0
2

2
年
版
過
労
死
等
防
止
対

策
白
書
に
よ
る
と
、
23
年

の
週
労
働
時
間
が
49
時
間

以
上
の
日
本
人
労
働
者
は

15
・
1
％
。
男
女
別
で
は

男
性
21
・
7
％
で
女
性
6
・

9
％
。
実
に
男
性
の
5
人

に
1
人
が
該
当
す
る
。
他

国
を
み
る
と
、
韓
国
18
・

4
％
、
ア
メ
リ
カ
14
・
6

％
、
イ
ギ
リ
ス
11
・
4

％
、
フ
ラ
ン
ス
8
・
5

％
、
ド
イ
ツ
5
・
7
％
。

日
本
よ
り
多
い
の
は
韓
国

だ
け
だ
。

週
49
時
間
以
上
働
く
と

い
う
こ
と
は
、
日
本
の
法

定
労
働
時
間
は
原
則
1
日

8
時
間
、
1
週
間
で
40
時

間
以
内
だ
か
ら
、
1
日
1

0
0
分
超
の
残
業
を
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
学
校
に
通
う
留

学
生
6
5
4
人
を
対
象

に
、
日
本
で
の
就
労
に
つ

い
て
行
っ
た
意
識
調
査
が

あ
る
。「
日
本
は
労
働
時

間
が
長
く
働
き
づ
ら
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
か
」
と
の

質
問
に
対
し
て
、「
あ
る
」

が
30
・
3
％
、「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
あ
る
」が
42
・

8
％
と
、
計
73
・
1
％
が

日
本
に
対
し
て
労
働
時
間

が
長
く
働
き
づ
ら
そ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

た
。
日
本
人
の
働
き
方
も

少
し
は
変
わ
っ
た
よ
う
に

思
う
が
、
他
国
に
は
そ
の

よ
う
に
映
っ
て
い
な
い
。

時
代
が
変
わ
り
、
昨
今

で
は
長
時
間
労
働
は
か
な

り
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
な
く
な
ら
な
い

の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
人
手

不
足
・
企
業
風
土
・
低
賃

金
ゆ
え
の
残
業
代
稼
ぎ
な

ど
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
中
で
も
企
業
風
土
の

問
題
は
根
が
深
い
。

日
本
に
は
「
頑
張
り
」

を
評
価
す
る
風
土
が
あ

る
。
会
社
に
遅
く
ま
で
残

っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
、

定
時
で
帰
る
と
ヤ
ル
気
が

な
い
と
み
な
さ
れ
る
。
企

業
風
土
と
い
え
ば
無
駄
な

会
議
も
多
い
。
話
す
こ
と

が
あ
る
か
ら
集
ま
る
の
で

は
な
く
、
会
議
が
あ
る
か

ら
話
す
こ
と
を
考
え
る
。

順
番
が
逆
だ
。
こ
う
し
た

会
議
の
資
料
作
り
も
長
時

間
労
働
の
一
因
に
な
る
。

組
合
で
は
4
月
以
降
、

各
地
で
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が

開
催
さ
れ
る
。
た
ま
に
は

近
隣
の
組
合
で
集
ま
る
の

も
良
い
。
た
だ
、
現
状
や

先
行
き
に
不
安
を
抱
く
組

合
も
多
い
。
以
前
の
よ
う

な
、
単
な
る
親
睦
だ
け
で

集
ま
っ
て
い
る
場
合
で
は

な
い
は
ず
だ
。

今
年
は
様
々
な
こ
と
が

コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
そ
う

だ
が
、
業
績
が
落
ち
て
い

な
い
企
業
が
在
宅
勤
務
や

時
短
勤
務
を
廃
止
し
て
い

る
。
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た

評
価
対
象
が
在
社
時
間
の

長
さ
に
戻
っ
て
い
る
。
必

ず
し
も
変
化
＝
前
進
で
は

な
い
が
、
日
本
は
温
故
ば

か
り
で
知
新
が
少
な
い
。

企
業
も
日
本
も
、
選
ぶ

立
場
で
は
な
く
選
ば
れ
る

立
場
に
な
っ
た
こ
と
を
自

覚
し
な
い
と
、
日
本
か
ら

働
き
手
が
い
な
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

２０２３年産水田の
作付け意向調査
農林水産省が 1月末時点の2023年度米・戦略作物の作付け意向の第
1回調査結果を公表した。過去 2年で11万5000㌶の作付面積を削減し
た主食用米は、今回の意向では23年産も需給均衡が見込める結果とな
った。一方、戦略作物では飼料用米に大幅な減産の動き、国産化が急
務の大豆は増産が鈍化する可能性がある。

労
働
時
間

主
食
用
米
は
前
年
と
比

べ
て
12
府
県
が
「
減
少
傾

向
」、
35
都
府
県
が
「
前

年
並
み
」
と
な
り
、
需
給

均
衡
が
見
込
め
る
意
向
が

示
さ
れ
た
。

一
方
、
転
作
作
物
で
は

飼
料
用
米
に
減
産
の
動
き

が
み
ら
れ
る
。「
前
年
よ

り
増
加
傾
向
」
は
11
府
県

で
、
戦
略
作
物
で
は
最
も

多
か
っ
た
昨
年
の
32
道
府

県
か
ら
大
き
く
減
少
。
対

し
て
「
前
年
よ
り
減
少
傾

向
」
は
昨
年
の
ゼ
ロ
か
ら

10
県
と
大
き
く
増
加
し

た
。農

林
水
産
省
は
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
の

飼
料
用
米
へ
の
助
成
に
つ

い
て
、
2
0
2
4
年
産
か

ら
一
般
品
種
の
助
成
水
準

を
引
き
下
げ
る
方
針
を
示

し
て
い
る
。
23
年
産
へ
の

助
成
額
は
こ
れ
ま
で
通
り

だ
が
、
今
回
の
減
産
意
向

は
こ
う
し
た
方
針
へ
の
対

応
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
戦
略
作
物
で

は
、
麦
は
前
年
と
同
様
の

傾
向
で
増
産
を
期
待
で
き

る
が
、
大
豆
は
増
産
が
鈍

化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

前
年
同
時
期
の
作
付
け
意

向
と
比
べ
て
、「
前
年
よ

り
増
加
傾
向
」
が
8
件
減

少
し
、「
前
年
よ
り
減
少

傾
向
」が
6
件
増
加
し
た
。

麦
・
大
豆
に
つ
い
て
は

ロ
シ
ア
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

以
降
、
輸
入
依
存
度
の
高

い
作
物
と
し
て
国
産
品
の

増
産
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
同
省
は
生
産
強
化
に

向
け
支
援
策
を
拡
充
し
て

い
る
が
、
大
豆
に
つ
い
て

は
大
幅
な
増
産
は
見
込
め

な
い
意
向
と
な
っ
た
。

次
回
は
、
例
年
通
り
で

あ
れ
ば
4
月
末
時
点
の
調

査
結
果
が
5
月
に
公
表
さ

れ
る
。

◆
2
0
2
3
年
産
主
食
用

米
の
適
正
生
産
量
は
6
6

9
万
ト
ン
◆

23
年
産
主
食
用
米
の
適

正
生
産
量
は
6
6
9
万
㌧

で
、
作
付
面
積
は
22
年
産

と
同
水
準
の
1
2
5
・
1

万
㌶
。
今
回
の
意
向
通
り

に
進
み
、
作
付
転
換
が
定

着
す
れ
ば
需
給
均
衡
は
保

た
れ
る
。

◆
飼
料
用
米
一
般
品
種
へ

の
助
成
額
は
24
年
産
か
ら

段
階
的
に
引
き
下
げ
◆

農
林
水
産
省
は
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
の

飼
料
用
米
へ
の
助
成
に
つ

い
て
、
2
0
2
4
年
産
か

ら
は
専
用
品
種
へ
の
転
換

が
進
む
よ
う
、
一
般
品
種

の
助
成
水
準
を
引
き
下
げ

る
方
針
。
現
在
、
10
㌃
当

た
り
8
万
円
の
標
準
単
価

を
24
年
産
か
ら
毎
年
5
0

0
0
円
ず
つ
下
げ
、
26
年

産
で
同
6
万
5
0
0
0
円

に
す
る
。
ま
た
、
あ
わ
せ

て
上
限
単
価
も
段
階
的
に

引
き
下
げ
る
。

▽
主
食
用
米
前
年
並
み
３５
都
道
県

▽
飼
料
用
米
減
ら
す
動
き

▽
国
産
化
急
務
の
大
豆
は
増
産
鈍
化
か

農
林
水
産
省
は
3
月
3

日
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
法
に
基
づ
く
基
盤
確

立
事
業
実
施
計
画
に
つ
い

て
第
5
弾
の
認
定
を
実
施

し
、
新
た
に
10
件
を
追
加

し
た
。
こ
の
う
ち
、
み
ど

り
投
資
促
進
税
制
の
対
象

機
械
は
5
社
7
機
械
。

今
回
の
認
定
で
累
計
の

計
画
認
定
数
は
33
件
、
優

遇
税
制
対
象
機
械
の
認
定

社
数
は
24
件
と
な
っ
た
。

▽
松
元
機
工
株
式
会
社

防
除
効
果
を
維
持
し
な

が
ら
農
薬
散
布
量
を
削
減

で
き
る
「
乗
用
型
茶
園
防

除
機
」
の
普
及
拡
大
に
取

り
組
む
。

▽
株
式
会
社
タ
カ
キ
タ

ほ
場
条
件
等
の
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
「
マ

ニ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
（
堆
肥

散
布
機
）」
や
「
肥
料
混

合
散
布
機
」、
有
機
肥
料

の
ス
ム
ー
ズ
な
散
布
を
可

能
と
す
る
「
有
機
肥
料
散

布
機
」
の
普
及
拡
大
に
取

り
組
む
。

▽
金
子
農
機
株
式
会
社

環
境
保
全
型
農
業
や
有

機
農
業
の
実
践
に
伴
い
課

題
と
な
る
斑
点
米
等
に
よ

る
コ
メ
の
品
質
低
下
を
防

ぐ
「
色
彩
選
別
機
」
の
普

及
拡
大
に
取
り
組
む
。

▽
渡
辺
パ
イ
プ
株
式
会
社

施
設
園
芸
に
お
け
る
ハ

ウ
ス
内
環
境
や
灌
水
・
施

肥
作
業
を
自
動
制
御
し
、

化
学
肥
料
の
効
率
的
な
施

用
等
を
可
能
と
す
る
「
環

境
制
御
装
置
」
の
普
及
拡

大
に
取
り
組
む
。

▽
株
式
会
社
天
神
製
作
所

家
畜
排
せ
つ
物
の
高
温

で
の
発
酵
・
堆
肥
化
を
促

進
す
る
「
ス
ク
リ
ュ
ー
式

お
よ
び
ロ
ー
タ
リ
ー
式
の

自
動
撹
拌
機
」
の
普
及
拡

大
に
取
り
組
む
。

農 水 省

み
ど
り
投
資
促
進
税
制
の

対
象
機
械
第
５
弾
を
公
表

２
０
２
３
年
１
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
５
件
《
農
水
省
》

・
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
３
件

・
そ
の
他
２
件

1
月
に
発
生
し
た
農
作

業
死
傷
事
故
は
、
乗
用
型

ト
ラ
ク
タ
の
転
落
に
よ
る

1
件
の
死
亡
事
故
を
含
む

5
件
の
死
傷
事
故
が
報
告

さ
れ
た
。

▼
3
月
か
ら
事
故
増
加

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運

動
重
点
推
進
テ
ー
マ
『
徹

底
し
よ
う
！
農
業
機
械
の

転
落
・
転
倒
対
策
』

例
年
、
全
国
的
に
農
作

業
が
本
格
化
す
る
春
以
降

に
、
農
業
機
械
の
転
落
・

転
倒
を
中
心
に
農
作
業
死

亡
事
故
が
急
増
す
る
傾
向

か
あ
る
。

こ
の
た
め
、
農
林
水
産

省
は
3
月
か
ら
開
始
し
た

「
令
和
5
年
春
の
農
作
業

安
全
確
認
運
動
」
で
、
転

落
・
転
倒
事
故
の
防
止
対

策
と
被
害
軽
減
対
策
の
徹

底
を
重
点
推
進
テ
ー
マ
に

設
定
し
て
い
る
。

防
止
対
策
と
し
て
、
①

転
落
・
転
倒
の
お
そ
れ
が

あ
る
危
険
箇
所
を
確
認

し
、
②
補
強
や
封
鎖
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、

こ
う
し
た
対
策
が
難
し
い

場
合
は
、
③
迂
回
や
草
刈

り
、
も
し
く
は
目
印
を
設

置
す
る
こ
と
で
も
効
果
が

期
待
で
き
る
。

ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
で
死
亡
率
を
8
分
の

1
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、
頭
部
の
保
護
に
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
効
果
を

発
揮
す
る
。

全
国
の
酪
農
団
体
で
構

成
す
る
中
央
酪
農
会
議
は

2
月
24
日
、
指
定
団
体
が

生
乳
販
売
を
受
託
す
る
酪

農
家
の
戸
数
が
2
0
2
2

年
12
月
時
点
で
前
年
同
月

比
6
・
5
％
減
の
1
万
1

2
0
2
戸
だ
っ
た
と
発
表

し
た
。
例
年
、
酪
農
家
は

全
国
的
に
4
％
前
後
の
減

少
が
続
い
て
き
た
が
、
今

回
は
そ
れ
を
上
回
っ
た
。

特
に
都
府
県
で
は
6
4
5

6
戸
で
前
年
よ
り
8
・
2

％
減
少
、
例
年
2
〜
3
％

の
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
北
海
道
で
も
4
7
4
6

戸
で
前
年
よ
り
4
％
減
少

し
た
。

酪
農
は
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
を
背
景
に
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
る
が
、
1

年
前
の
21
年
12
月
時
点
の

調
査
で
の
減
少
率
は
例
年

並
み
の
4
・
2
％
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
や
円
安
に
伴

う
飼
料
高
騰
な
ど
で
離
農

が
加
速
し
て
い
る
。

酪
農
家
戸
数
６
・
５
％
減
少

飼
料
高
騰
で
離
農
加
速
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◇
山
口
商
組
・
静
岡
商
組

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
勉
強

会
」
開
催

適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
以
外
か
ら
の
中
古
農
機

下
取
り
も
仕
入
税
額
控
除

は
可
能

山
口
県
農
業
機
械
商
工

業
協
同
組
合
は
2
月
13

日
、
静
岡
県
農
業
機
械
商

業
協
同
組
合
は
同
22
日
、

通
常
総
会
に
あ
わ
せ
て
国

税
局
の
協
力
の
下
、「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
勉
強
会
」

を
開
催
し
た
。

説
明
後
に
は
「
中
古
農

機
下
取
り
時
の
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
の
要
否
」、「
免
税

事
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
に

関
す
る
消
費
税
の
具
体
的

処
理
方
法
」、「
ま
と
め
て

仕
入
れ
た
部
品
・
機
材
に

つ
い
て
年
度
内
分
の
消
費

税
の
取
扱
方
法
」
な
ど
、

具
体
的
な
質
問
が
活
発
に

さ
れ
る
な
ど
、
盛
況
な
勉

強
会
と
な
っ
た
。

◆
中
古
農
機
下
取
り
時
の

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
の
要
否

に
つ
い
て
◆

古
物
営
業
法
上
の
許
可

を
受
け
て
古
物
営
業
を
営

む
古
物
商
（
農
機
販
売

店
）
が
、
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
以
外
の
者
（
農

家
な
ど
）
か
ら
同
法
に
規

定
す
る
古
物
（
農
機
＝
古

物
商
が
事
業
と
し
て
販
売

す
る
棚
卸
資
産
に
該
当
す

る
も
の
に
限
る
）
を
買
い

受
け
た
場
合
に
は
、
一
定

の
事
項
が
記
載
さ
れ
た
帳

簿
の
み
の
保
存
で
仕
入
額

控
除
が
認
め
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
古
物
営

業
法
に
定
め
る
帳
簿
（
古

物
台
帳
）
に
次
の
4
項
目

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

①
課
税
仕
入
れ
の
相
手
方

の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住

所
又
は
所
在
地

②
課
税
仕
入
れ
を
行
っ
た

年
月
日

③
課
税
仕
入
れ
に
係
る
試

算
又
は
役
務
の
内
容

④
課
税
仕
入
れ
に
係
る
支

払
い
対
価
の
額

さ
ら
に
「
帳
簿
の
み
の

保
存
で
仕
入
税
額
控
除
が

認
め
ら
れ
る
い
ず
れ
か
の

仕
入
れ
に
該
当
す
る
旨
」

を
記
載
し
た
総
勘
定
元
帳

を
合
わ
せ
て
保
存
す
る
こ

と
で
帳
簿
の
保
存
要
件
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
相
手
方
と
な
る

農
家
や
農
業
法
人
等
が
適

格
事
業
者
で
あ
る
場
合
に

は
、
適
格
請
求
書
の
発
行

を
受
け
、
そ
れ
を
保
存
し

な
け
れ
ば
仕
入
額
控
除
の

対
象
に
な
ら
な
い
。

◇
石
川
商
組
「
改
正
電
帳

法
勉
強
会
」
開
催

石
川
県
農
業
機
械
商
業

協
同
組
合
は
2
月
16
日
、

通
常
総
会
に
先
立
ち
税
理

士
法
人
ビ
ー
タ
ス
の
西
出

和
樹
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
電
子
帳
簿
保
存
法
改
正

に
伴
う
実
務
の
ポ
イ
ン
ト

と
助
成
金
に
つ
い
て
」
勉

強
会
を
開
催
し
た
。

同
法
は
2
0
2
2
年
1

月
に
施
行
さ
れ
た
が
、
前

年
12
月
に
「
電
子
取
引
に

お
け
る
電
子
保
存
の
義
務

化
」
に
つ
い
て
2
年
間
の

猶
予
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
、
実
質
的
に

は
24
年
1
月
か
ら
の
施
行

と
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
電
子
保

存
で
き
な
い
場
合
は
従
来

通
り
書
面
で
の
保
存
が
容

認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
猶
予
期
間
も
あ
と
1

年
を
切
っ
た
た
め
、
早
め

の
準
備
が
必
要
と
な
る
。

▽
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金

電
子
取
引
書
類
の
電
子

保
存
義
務
化
は
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
同
様
、
既
存
の
シ

ス
テ
ム
で
は
対
応
で
き
な

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
政
府
は
中
小
企
業
向

け
に
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
を

設
け
て
い
る
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
。

【
対
象
】

中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者

【
補
助
額
】

①
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

・
〜
50
万
円
（
補
助
率
3

／
4
以
内
）

・
50
〜
3
5
0
万
円
（
補

助
率
2
／
3
以
内
）

②
Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
〜
10
万
円
（
補
助
率
1

／
2
以
内
）

③
レ
ジ
・
券
売
機

・
〜
20
万
円
（
補
助
率
1

／
2
以
内
）

【
補
助
対
象
】

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
購
入

費
・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
購
入

費
・
ク
ラ
ウ
ド
利
用
費

（
最
大
2
年
間
）
な
ど

◇
高
知
商
組
「
事
業
承
継

セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

高
知
県
農
業
機
械
商
業

協
同
組
合
は
2
月
21
日
、

3
年
ぶ
り
に
集
合
形
式
で

の
通
常
総
会
を
開
催
し
、

終
了
後
、
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の

原
浩
一
郎
氏
を
講
師
に
招

き
「
事
業
承
継
セ
ミ
ナ

ー
」
を
行
っ
た
。

「
2
0
2
1
年
版
中
小

企
業
白
書
・
小
規
模
企
業

白
書
」
に
よ
る
と
、
日
本

の
企
業
全
体
に
占
め
る
中

小
企
業
の
割
合
は
99
・
7

％
。
従
業
員
数
で
見
る
と

少
し
割
合
は
減
る
が
、
そ

れ
で
も
全
体
の
約
70
％
が

中
小
企
業
に
所
属
し
て
い

る
。日

本
を
支
え
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

中
小
企
業
だ
が
、
今
後
10

年
間
に
70
歳
（
平
均
引
退

年
齢
）
を
超
え
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
者
数
は
約
2
4
5
万
人

と
な
り
、
そ
の
う
ち
約
半

数
の
1
2
7
万
人
（
日
本

企
業
全
体
の
1
／
3
）
が

後
継
者
未
定
。
中
小
企
業

の
事
業
承
継
は
喫
緊
の
課

題
だ
。

現
状
を
放
置
し
た
場

合
、
2
0
2
5
年
ま
で
に

経
営
者
が
70
歳
を
超
え
る

法
人
の
31
％
、
個
人
事
業

者
の
65
％
が
廃
業
す
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
仮
定
ど

お
り
に
進
む
と
、
今
後
10

年
間
累
計
で
約
6
5
0
万

人
の
雇
用
、
約
22
兆
円
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
失
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
い
う
。

▽
事
業
承
継
の
現
状

―
近
年
は
「
第
三
者
承

継
」
が
主
流
―

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
調

べ
に
よ
る
と
、
経
営
者
の

高
齢
化
が
進
み
、
2
0
2

0
年
の
全
国
平
均
年
齢
は

60
・
1
歳
。

経
営
者
の
平
均
年
齢
が

60
歳
を
超
え
る
中
、
か
つ

て
は
事
業
承
継
の
主
流
は

親
族
承
継
だ
っ
た
が
、
現

在
で
は
第
三
者
承
継
が
増

え
て
お
り
、
近
年
で
は
親

族
承
継
は
34
・
3
％
に
と

ど
ま
る
。
し
か
し
、
早
め

に
承
継
準
備
を
す
る
割
合

は
多
く
な
い
。

▽
事
業
承
継
問
題
の
現
状

―
承
継
準
備
を
し
て
い
る

割
合
は
60
歳
代
以
降
で
も

5
割
に
満
た
ず
―

廃
業
を
予
定
し
て
い
る

理
由
に
つ
い
て
は
、「
子

供
に
継
ぐ
意
志
が
な
い
」

12
・
8
％
、「
子
供
が
い

な
い
」
9
・
2
％
、「
適

当
な
後
継
者
が
見
つ
か
ら

な
い
」
6
・
6
％
で
、
あ

わ
せ
て
約
3
割
が
後
継
者

の
確
保
が
難
し
い
と
し
て

い
る
。

し
か
し
、
事
業
承
継
の

準
備
状
況
は
「
既
に
準
備

し
て
い
る
」
割
合
が
、
60

歳
代
・
70
歳
代
・
80
歳
代

い
ず
れ
の
年
代
も
5
割
に

満
た
な
か
っ
た
。

ま
た
、
廃
業
予
定
企
業

の
約
4
割
が
、
今
後
10
年

間
の
事
業
維
持
は
可
能
と

答
え
て
お
り
、
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
業
績
悪
化
が
廃

業
理
由
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。

▽
事
業
承
継
は
60
歳
で
取

り
組
み
を

健
康
寿
命
が
延
び
た
こ

と
で
引
退
時
期
も
延
び
て

い
る
が
、
事
業
承
継
は
60

歳
か
ら
取
り
組
め
ば
余
裕

を
持
っ
て
準
備
で
き
る
。

事
業
承
継
を
先
送
り
し

て
し
ま
う
背
景
に
は
、

日
々
の
経
営
で
精
い
っ
ぱ

い
・
何
か
ら
始
め
れ
ば
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
・
誰
に

相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ

か
ら
な
い
な
ど
が
あ
る

が
、
各
都
道
府
県
に
は
独

立
行
政
法
人
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
（
中
小
機

構
）
の
下
、「
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
無

料
で
相
談
で
き
る
。

◇
福
島
商
組
が
展
示
会
立

ち
上
げ
に
向
け
富
山
商
組

の
資
材
展
示
会
を
視
察

福
島
商
組
は
2
月
14

日
、
年
内
の
資
材
展
示
会

開
催
に
向
け
、
富
山
商
組

が
開
催
し
た
資
材
展
示
会

の
視
察
を
行
っ
た
。

福
島
商
組
は
例
年
、
夏

に
中
古
農
機
フ
ェ
ア
を
開

催
し
あ
わ
せ
て
資
材
展
示

会
も
行
っ
て
い
た
が
、
今

年
か
ら
切
り
離
し
、
資
材

展
示
会
は
11
〜
12
月
に
開

催
す
る
計
画
を
立
て
て
い

る
。当

日
は
富
山
商
組
の
谷

口
事
務
局
長
か
ら
事
前
準

備
や
価
格
の
案
内
方
法
、

展
示
会
の
開
催
意
義
や
狙

い
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
自
身
が
開
催

す
る
こ
と
を
想
定
し
出
展

依
頼
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
出
展
企
業
47
社
を
く

ま
な
く
回
り
視
察
を
終
え

た
。

＊

こ
の
他
、京
都
、福
井
、

石
川
も
資
材
展
示
会
を
開

催
、
3
月
14
日
に
は
兵
庫

商
組
が
総
会
と
資
材
展
示

会
を
開
催
す
る
。
ま
た
、

福
岡
商
組
は
3
月
28
日
に

総
会
に
あ
わ
せ
て
70
周
年

記
念
式
典
を
開
催
す
る
な

ど
、
組
合
事
業
に
活
気
が

戻
っ
て
き
て
い
る
。

▽
山
口
・
静
岡
・
石
川
・
高
知
商
組
勉
強
会
開
催

▽
福
島
商
組
資
材
展
示
会
立
ち
上
げ
に
向
け

富
山
展
示
会
を
視
察

昨
夏
以
降
、
全
国
的
に
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ
る
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り

つ
つ
あ
る
中
、
今
年
は
総
会
を
集
合
形
式
で
開
催
し
、
あ
わ
せ
て
勉
強
会
や
懇

親
会
を
行
う
組
合
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
と
北
陸
3
県
が
春
の
資
材
展

示
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
組
合
も
通
常
稼
働
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

山口商組「インボイス制度勉強会」

石川商組「改正電子帳簿保存法勉強会」

高知商組「事業承継セミナー」

後列が福島商組、前列向かって右が
富山商組谷口事務局長、左は全商連中澤
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全
国
農
業
機
械
商
業
協

同
組
合
連
合
会
（
以
下
、

全
商
連
）
は
3
月
6
日
、

都
内
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京

に
て
3
年
ぶ
り
に
集
合
形

式
で
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。
今
年
は
役
員
改
選
期

に
当
た
る
が
、
こ
れ
を
含

む
7
議
案
す
べ
て
原
案
通

り
可
決
決
定
し
た
。

新
役
員
に
つ
い
て
は
、

小
林
正
幸
氏
（
兵
庫
商
組

理
事
）
が
退
任
さ
れ
、
新

た
に
瀬
山
文
孝
氏
（
埼
玉

商
組
理
事
長
）
と
上
田
公

一
氏（
富
山
商
組
理
事
長
）

が
理
事
に
就
任
し
た
。
ま

た
、
小
林
氏
の
退
任
に
伴

い
、
中
嶋
理
事
が
監
事
に

就
任
し
た
。
他
、
新
役
員

体
制
は
表
の
と
お
り
。

退
任
さ
れ
る
小
林
氏

は
、
理
事
お
よ
び
監
事
を

歴
任
さ
れ
、
2
0
1
5
年

か
ら
18
年
ま
で
2
期
4
年

理
事
を
、
そ
の
後
2
期
4

年
監
事
を
務
め
ら
れ
た
。

◇
全
国
農
機
整
備
技
能
士

会
通
常
総
会
は
中
止

例
年
、
全
商
連
通
常
総

会
と
同
日
開
催
し
て
い
た

全
国
農
業
機
械
整
備
技
能

士
会
通
常
総
会
は
、
中
小

企
業
組
合
法
に
則
ら
な
い

任
意
団
体
の
た
め
今
回
も

中
止
し
た
。

ま
た
、
優
良
技
能
士
表

彰
の
受
賞
者
は
下
記
の
通

り
。
今
期
は
16
会
員
計
30

名
の
方
が
受
賞
し
た
。
関

係
者
の
皆
様
と
と
も
に
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

第
６７
回
全
商
連
通
常
総
会
開
催

新
理
事
に
瀬
山
氏（
埼

玉
）、上
田
氏（
富

山
）

監
事
に
は
中
嶋
理
事
が
就
任

西山忠彦全商連会長

瀬山文孝全商連新理事
第68期全商連役員の方々

上田公一全商連新理事

３年ぶりの集合形式
小林正幸全商連元監事

第
35
回
優
良
技
能
士
受
賞
者

(

順
不
同
・
敬
称
略)

北
海
道
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

小
林

直
樹

ヰ
セ
キ
北
海
道

青
木

正
信

北
海
道
ク
ボ
タ

白
木

司

ヤ
ン
マ

ア
グ
リ
ジ

パ
ン

岩
手
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

堂
屋

広
喜

み
ち
の
く
ク
ボ
タ

茨
城
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

渡
部

和
巳

茨
城
菱
農

塙

栄
治

塙
農
機
具
店

群
馬
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

黒
澤

裕
一

群
馬
ク
ボ
タ

千
葉
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

柿
﨑

栄
一
郎

柿
崎
農
機

渡
辺

善
正

石
井
鉄
工

新
潟
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

佐
藤

俊
一

新
潟
ク
ボ
タ

志
村

斉

マ
ル
サ
農
機
店

高
井

裕
一

細
川
農
機
具
店

富
山
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組
合
技
能
士
会

福
江

昌
彦

ヰ
セ
キ
関
西
中
部

森
田

晃
生

三
菱
農
機
販
売

愛
知
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

浅
井

昭
貴

テ
ラ
シ
マ
機
械

神
谷

幸
典

安
城
動
力
農
機
具
普
及
会

滋
賀
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

福
島

弘
勝

北
陸
近
畿
ク
ボ
タ

布
施

達
矢

ヰ
セ
キ
関
西
中
部

和
歌
山
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

山
下

雄
大

山
下
商
会

兵
庫
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

樋
口

直
樹

ヰ
セ
キ
関
西
中
部

岡
山
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

阿
部

論
之

倉
敷
河
上
農
機

小
野

満

ヤ
ン
マ

ア
グ
リ
ジ

パ
ン

広
島
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

熊
本

裕
樹
ヤ
ン
マ

ア
グ
リ
ジ

パ
ン

福
岡
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

池
見

秀
一

福
岡
九
州
ク
ボ
タ

茂
永

重
生

茂
永
機
械

杉
山

義
親

ア
グ
リ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

佐
賀
県
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

藤
川

君
敏

福
岡
九
州
ク
ボ
タ

福
田

芳
見

福
岡
九
州
ク
ボ
タ

田
中

裕
之

福
岡
九
州
ク
ボ
タ

熊
本
大
分
農
機
商
組
農
業
機
械
整
備
技
能
士
会

長
谷
川

伸
次
ヤ
ン
マ

ア
グ
リ
ジ

パ
ン
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「
2
0
2
1
年
版
中
小

企
業
白
書
・
小
規
模
企
業

白
書
」
に
よ
る
と
、
日
本

の
企
業
全
体
に
占
め
る
中

小
企
業
の
割
合
は
99
・
7

％
。
日
本
企
業
の
大
半
を

占
め
る
が
、
中
小
企
業
で

は
経
営
者
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。
今
後
10
年
間

に
平
均
引
退
年
齢
の
70
歳

を
超
え
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
経
営
者
数

は
約
2
4
5
万
人
い
る

が
、
こ
の
う
ち
の
1
2
7

万
人
が
後
継
者
未
定
だ
。

こ
れ
ま
で
、
中
小
企
業

の
事
業
継
承
は
親
族
内
承

継
が
多
か
っ
た
が
、
2
0

2
0
年
の
親
族
内
承
継
の

割
合
は
2
年
前
の
18
年
か

ら
8
・
5
％
減
少
し
34
・

2
％
。
一
方
、
内
部
昇
格

は
同
比
2
・
7
％
増
加
し

て
34
・
1
％
と
な
り
、
親

族
内
承
継
と
の
差
は
な
く

な
っ
て
い
る
。

中
小
企
業
に
お
け
る
親
族
外
承
継
の
実
態
把
握
調
査

▼
自
社
の
従
業
員
・
役
員
か
ら
経
営
者
に
６５
％

▼
事
業
承
継
で
重
視
し
た
こ
と
は
事
業
内
容
・
利
益
・
売
上
実
績

▼
３
割
以
上
は
経
営
状
況
の
説
明
が
な
い
ま
ま
承
継

エ
ヌ
エ
ヌ
生
命
保
険
株
式
会
社
は
、
中
小
企
業
の
親
族
外
承
継
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
、
親
族
以
外
か
ら
事
業
承
継
を
し
た
全
国
の
中
小
企
業
経
営
者
に

調
査
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
従
業
員
・
役
員
か
ら
経
営
者
に
な
っ
た
割

合
が
最
も
多
く
65
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
事
業
承
継
に
当
た
り
検
討
し
た
事
項
に

つ
い
て
は
半
数
近
く
が
事
業
内
容
と
回
答
し
た
が
、
3
割
以
上
は
経
営
状
況
の

説
明
が
な
い
ま
ま
承
継
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

事
業
を
承
継
す
る
前
は

ど
の
よ
う
な
立
場
だ
っ
た

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
最
も

多
か
っ
た
の
は「
従
業
員
・

役
員
」
で
64
・
5
％
。
次

い
で
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ
や
知
り
合
い
か
ら
の
紹

介
な
ど
に
よ
り
経
営
者
に

な
っ
た
「
そ
れ
以
外
の
第

三
者
」
が
17
・
3
％
だ
っ

た
。
一
方
、
最
も
少
な
か

っ
た
の
は
Ｍ
＆
Ａ
な
ど

「
第
三
者
の
企
業
買
収
者
」

で
2
・
4
％
だ
っ
た
。

ま
た
、
事
業
承
継
を
決

意
し
て
か
ら
実
際
に
承
継

す
る
ま
で
に
要
し
た
期
間

に
つ
い
て
は
、「
0
カ
月

以
上
〜
3
カ
月
未
満
」25
・

0
％
、「
3
カ
月
以
上
〜

6
カ
月
未
満
」
19
・
4

％
、「
6
カ
月
以
上
〜
1

年
未
満
」
25
・
4
％
で
、

1
年
未
満
が
69
・
8
％
と

約
7
割
を
占
め
た
。

◇
64
・
5
％
が
自
社
の
「
従
業
員
・
役
員
」
か
ら

経
営
者
に
（
グ
ラ
フ
1
・
2
）

事
業
承
継
を
す
る
に
当

た
り
検
討
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
「
事
業
内
容
」
46
・

0
％
と
「
利
益
・
売
上
実

績
」
41
・
7
％
が
突
出
し

て
多
か
っ
た
。

事
業
承
継
に
当
た
り
経

営
状
況
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
か
聞
い
た
と
こ

ろ
、
64
・
6
％
が
「
あ
っ

た
」
と
回
答
し
た
一
方

で
、
35
・
4
％
が
「
な
か

っ
た
」
と
回
答
。
3
割
以

上
が
経
営
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
な
い
ま
ま
経

営
者
に
な
っ
て
い
る
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た

だ
、
こ
の
結
果
に
つ
い
て

は
従
業
員
や
役
員
な
ど
内

部
昇
格
が
多
い
こ
と
が
関

係
し
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
。

◇
3
割
以
上
が
経
営
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
な
い

ま
ま
経
営
者
に
（
グ
ラ
フ
3
・
4
）

エヌエヌ生命保険調査

事
業
承
継
で
大
変
だ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
従

業
員
と
の
関
係
」
が
最
も

多
く
32
・
7
％
。
次
い
で

「
運
転
資
金
の
や
り
く
り
」

が
30
・
0
％
だ
っ
た
。
こ

の
他
、「
取
引
先
と
の
関

係
」「
顧
客
と
の
関
係
」「
借

入
金
の
保
証
・
返
済
」
が

い
ず
れ
も
2
割
以
上
あ
っ

た
が
、「
特
に
な
い
」
と

の
回
答
も
29
・
8
％
と
3

割
近
く
に
上
っ
た
。

事
業
承
継
後
の
人
間
関

係
の
変
化
に
つ
い
て
「
仕

事
」「
家
庭
」「
家
庭
以
外

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
」
の
3

項
目
に
わ
け
て
聞
い
た
と

こ
ろ
、
ど
の
項
目
も
「
変

ら
な
い
」
が
大
半
を
占
め

た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
の

仕
事
の
人
間
関
係
に
つ
い

て
は
、「
良
く
な
っ
た
・

新
密
に
な
っ
た
」
が
24
・

5
％
で
「
悪
く
な
っ
た
・

疎
遠
に
な
っ
た
」
が
5
・

4
％
。
あ
わ
せ
る
と
ほ
ぼ

3
割
あ
り
、
他
の
2
つ
と

比
べ
る
と
人
間
関
係
に
変

化
が
見
ら
れ
た
。

◇
事
業
承
継
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
「
従
業
員
と

の
関
係
」
と
「
運
転
資
金
の
や
り
く
り
」（
グ
ラ
フ

5
・
6
）

自
身
が
事
業
承
継
す
る

場
合
の
方
法
に
つ
い
て

は
、「
会
社
役
員
・
従
業

員
へ
の
承
継
」
と
の
回
答

が
最
も
多
く
42
・
3
％
。

次
い
で
「
ま
だ
分
か
ら
な

い
」
が
32
・
3
％
だ
っ
た
。

他
、「
Ｍ
＆
Ａ
」
は
8
・

2
％
、「
親
族
内
承
継
」は

自
身
が
親
族
外
承
継
だ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
か
5
・

7
％
と
い
ず
れ
も
1
割
未

満
に
と
ど
ま
っ
た
。

◇
経
営
し
て
い
る
会
社
を
事
業
承
継
す
る
場
合
の

方
法
は
「
会
社
役
員
・
従
業
員
へ
の
承
継
」
が
4

割
強
・「
親
族
内
承
継
」
は
1
割
未
満
（
グ
ラ
フ
7
）

【
調
査
概
要
】

▽
調
査
会
社

エ
ヌ
エ
ヌ
生
命
保
険
株

式
会
社

▽
調
査
対
象

親
族
以
外
か
ら
事
業
承

継
を
し
た
日
本
全
国
の
中

小
企
業
経
営
者

▽
調
査
人
数

全
国
7
2
1
名

▽
調
査
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

▽
実
施
時
期

2
0
2
2
年
10
月
14
日

〜
10
月
16
日

※
本
調
査
に
お
け
る
中
小

企
業
経
営
者
の
定
義

従
業
員
3
0
0
人
未
満

の
規
模
の
「
会
社
経
営
者

（
社
長
・
会
長
・
取
締

役
）」
ま
た
は
「
従
業
員

の
い
る
自
営
業
者
」。
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